
地 域 再 生 計 画 
 
１．地域再生計画の名称 
   伝統の継承と三好市を体験するまちづくり計画 
 
２．地域再生計画の作成主体の名称 
    徳島県、三好市    
 
３．地域再生計画の区域 
    三好市の区域の一部（池田町南部地区、井川町、西祖谷山村） 
 
４．地域再生計画の目標 

当区域は、徳島県の西部、吉野川の上流域、三好市の中央部に位置し、山岳地

域は剣山国定公園に指定されており、１，５００ｍ級の山々と四国山地を横断す

る断崖絶壁の両岸をつくりだしている「祖谷渓」に代表される深い渓谷が織り成

す自然美豊かな地域である。 

人口については、昭和３５年から平成１７年の国勢調査の全期にわたり、自然

減少と社会的減少が相まって人口減少が継続している。平成２０年８月に徳島県

過疎対策研究会がとりまとめた「過疎地域自立促進特別措置法失効後の新たな対

策について『徳島からの提言』の調査報告によると、今後も年少人口と生産年齢

人口は減少し、過疎が進行すると予測されている。一方で、老年人口は増加して

おり、平均寿命の伸長に伴い、高齢化の一層の進行が予想されている。 

過疎地域である当区域が、今後も豊かな国土形成や我が国の持続的な発展に貢

献していくためには、地域を支える必要な人材を確保し、国土・環境保全などの

役割を積極的に果たしていくことが重要である。加えて、産業活動等の面で、都

市部との交流を活発にし、様々な恩恵を過疎地域にもたらすなどの互いが共生す

る仕組みも構築しなければならないと考えている。 

当地区には全国に知られる「祖谷のかずら橋」や幕末から明治中期にかけて「き

ざみタバコ」の産地として大いに栄えた三好市池田町の「うだつの町並み」、四

国最古のスキー場「井川スキー場腕山」、温泉・湯治場等、多種多彩な文化的遺

産や観光資源を保有している。しかしながら、これらの観光資源は当区域内に点

在するため、相互に連携して効率的な利用を図るまでには至っていない。そのた

め、当区域を訪れる観光客の観光形態は、通過型、立寄り型の色合いが強く、地

域経済の活性化に十分な寄与ができていないという課題を抱えている。 

そこで、観光産業を将来のリーディング産業と位置付けて、点在する観光資源

の相互ネットワーク化と地場産業である農林業を活用した滞在型の観光地への

転換を進め、「秘境 祖谷」を中心とした魅力的な観光資源を効果的に全国発信

し、観光地としてのブランド化を図っていく。 



森林・林業の状況については、当区域面積の大部分を林地が占め、中でも人工

造林された森林においては、緊急間伐を要する対象林が多くを占めている。反面、

木材価格の低迷、後継者不足、高齢化等に加え林業生産基盤整備の立ち遅れ等か

ら、生産性意欲の減退が起こり、適切な森林の保全管理が十分に行われていない。 

この状況を改善するため、森林施業の集団化・計画化や高性能林業機械の導入、

林道等林内路網の整備による林業の集約化・効率化を進める。加えて、素材生産

から消費者までのネットワークを構築・拡大し、地域生産物の需要の拡大も図り、

地域林業・木材関連産業に希望や意欲が持てる定住環境の構築を図っていく。 

また、観光と連携させ、三好市の宝である広大な森林や緑の自然美を都市住民

に、憩いの場やレクリエーションの場として提供するなど、自然環境との調和に

配慮した森林の有効活用も図っていく。 

本地域再生計画では、これらの取組を展開するために必要なインフラである市

道と林道を一体的に整備する。さらに三好市では、これらの取組を踏まえ、地域

住民が、地域特質や資源を活かしたまちづくりに積極的に「参画」し、いつまで

も住み続けたくなるまち、また、訪れる人が幾度となく足を運びたくなるまちづ

くりを進め、地域の恒久的な発展を目指す。 

 
 

（目標１）森林整備の促進 
搬出間伐材積量 

1,690㎥(平成20年度) → 2,500㎥(平成26年度) 48％の増加 
（目標２）住民ニーズに対応するまちづくり支援措置 

道路整備により区域住民の安全･安心度の向上（道路改良率） 

37.7％(平成20年度) → 51.4％(平成26年度)  13.7％の向上 
（目標３）増大・多様化する観光・レクリエーションニーズへの対応措置 

道路整備により区域内での観光客移動時間改善による満足度の向上 
(井川池田インターより各目的地までの平均時間) 

102分(平成20年度) → 93分(平成26年度)   9％の短縮 
 
 
５．目標を達成するために行う事業 
 
（５－１）全体の概要 

 基幹産業である林業の活力を取り戻すとともに、高性能林業機械の導入による

搬出間伐等の森林整備を推進するために必要な林内路網整備として、「林道川崎

国見山線」、「林道田ノ内坂瀬線」の開設を行う。また、木材の運搬や林業従事

者、地域住民等の通行時の安心・安全を確保する観点から、「市道漆川橋大利線」、

「市道川崎線」、「林道小祖谷三加茂線」、「林道釣井中尾線」「林道松尾線」、

「林道谷間豊永線」の改良や舗装を行う。 



 周遊型、滞在型観光交流を確立するため、「井川スキー場腕山」へのアクセス

道として「市道了簡久保線」を改良すると共に、当区域の代表的な観光資源であ

る「祖谷かずら橋」とその周辺では、行楽シーズンに観光客が集中しており、周

辺の交通渋滞により通過に時間を要するため、他施設を巡る観光の妨げをなって

いる。また地域住民の生活や経済活動においても支障をきたしている。そこで交

通渋滞を解消し、周遊型観光が可能となるように、迂回路等として「市道吾橋重

末線」、「市道善徳東線」、「市道善徳下線」の整備を行う。  
 
（５－２）法第五章の特別の措置を適用して行う事業 

（１）道整備交付金を活用する事業 

   対象となる事業は、以下のとおり事業開始に係る手続き等を了している。 

   なお、整備箇所等については、別添の整備箇所を示した図面による。 
・市道漆川橋大利線：道路法に規定する市道に昭和58年３月16日に認定済み。 

・市道川崎線：道路法に規定する市道に昭和58年３月16日に認定済み。 

・市道了簡下久保線：道路法に規定する市道に昭和60年３月13日に認定済み。 
・市道吾橋重末線：道路法に規定する市道に昭和58年12月20日に認定済み。 

・市道善徳東線：道路法に規定する市道に昭和58年12月20日に認定済み。 
・市道善徳下線：道路法に規定する市道に平成９年３月19日に認定済み。 
・林道：森林法による吉野川地域森林計画（平成１４年樹立）に路線を記載。 

 
［施設の種類（事業区域）、実施主体］ 
・市道  （三好市）  三好市 
・林道  （三好市）  徳島県・三好市 

［事業期間］ 
・市道（平成２２～２６年度）、林道（平成２２～２６年度） 

［整備量及び事業費］ 
   ・市道 ３．３ｋｍ、林道 １３．７ｋｍ 
   ・総事業費 １,５００,０００千円（うち交付金７５０,０００千円） 
    市道      ７５０,０００千円（うち交付金３７５,０００千円） 
    林道      ７５０,０００千円（うち交付金３７５,０００千円） 
 
（５－３）その他の事業 
 

「伝統の継承と三好市を体験するまちづくり」を達成するため、地域再生法に

よる道整備交付金の活用に加え、以下の事業を総合的かつ一体的に行う。 
①観光施設の充実 

・井川スキー場腕山の機能充実 
四季を通じた観光の拠点として機能を充実させる。また、各種イベント

の実施等により都市との交流を活性化させ、幅広い年齢層の利用アップを



図り三好市を体験してもらう取り組みを行う。 
 [事業主体］ 三好市 

・松尾川温泉の機能充実 
平成２１年にオープンした松尾川温泉と隣接するしらさぎ荘を利用し

た湯治客が増えてきていることから、松尾川温泉を核に周辺の名勝「竜ヶ

岳」の名水や紅葉狩りを求めて訪れる観光客や、「中津山」登山客などを

滞在型観光につなげる企画、提案するなどの取り組みを行う。 

［事業主体］三好市 

 

・かずら橋夢舞台の機能充実 
「祖谷のかずら橋」を中心として、大型バスの駐車場を備えた「かずら

橋夢舞台」において祖谷平家まつりで華麗な武者行列を再現するなど、各

種イベントを開催し、都市住民との地域間交流の創出を図るとともに、近

隣の「道の駅にしいや」、「祖谷秘境の湯」、「祖谷ふれあい公園」、「祖

谷の襖からくり舞台」などと連携した周遊型観光を企画、提案するなどの

取り組みを行う。 
 ［事業主体］三好市 

②各種ソフト事業の充実 

・文化庁の補助事業により西祖谷山地区の襖からくり修復 
後山・有瀬・小祖谷・田ノ内・徳善の５ヶ所の襖絵が約300枚保存され

ており、祖谷からくり舞台保存会により復元し平成２１年６月に完成した

後山の舞台と徳善の仮設舞台で公演し先人の文化遺産の継承活動を行う。       

［事業主体］三好市 

・大学の森の活用  
全国大学生協所有の「大学の森」を森林の保全や林業の学習の場として

の活用するほか、ＮＰＯ法人ＪＵＯＮネットワークとともに実施している

「森林の楽校」を継続的に開催し、森林・林業の学習林としての機能の充

実強化を図る。 
［事業主体］三好市､吉野川三好流域林業活性化センター､三好西部森林組合 

・イベントの充実 
ウォーキング愛好者や家族連れに池田から西祖谷へとつづく祖谷渓の

美しい景色・澄みきった空を体感してもらう「癒しの健康ウォーク」を開

催し、地域住民との交流を拡大させるなど、自然美豊かな地域をアピール

するイベントを実施する。加えて周辺観光施設への誘客も図っていく。 

［事業主体］三好市 
③広大な森林の整備 

・森林環境保全整備事業の実施 
造林、下刈り、間伐等を行うことで、森林資源の有効活用を図るととも



に適正な森林の維持管理に資する。 

   ［事業主体］徳島県､三好市､三好西部･三好東部森林組合､徳島県林業公社 
④搬出された木材の販路拡大 

・SGEC（森林認証）制度の活用 
平成２１年５月に三好西部森林組合が認定事業体となっており、今後持

続可能な森林管理を通じて森林環境の保全と循環型社会の形成に貢献し、

信頼と安心を消費者に提供する。 

また、地域材認証との連携で東祖谷小中学校の建築材として地産地消を

目指す。   
   ［事業主体］三好西部森林組合､三好木材センター 

    ・上下流連携いきいき流域プロジェクト事業 
林業・木材産業の活性化等に向けて、地域材の利用拡大や安定供給体制

を確立するため、当地域の吉野川流域（三好）林業活性化センターと香川

県流域林業活性化センターが、県境を越える圏域での連携を強化し、高性

能林業機械を活用した搬出間伐方法の定着や間伐団地の設定等に取り組

むとともに、「香川ひのき」「徳島すぎ」といった地域材を活用した木造

住宅利用を推進するため、住宅相談窓口の設置、建築用材の展示会等を実

施する。  
 ［事業主体］吉野川三好流域林業活性化センター 

 
６．計画期間 
    平成２２年度～平成２６年度 
 
７．目標の達成状況に係る評価に関する事項 

４に示す地域再生計画の目標については、計画終了後に調査を行い、状況を

把握・公表するとともに、関係行政機関で「地域再生協議会」（仮称）を開催

し、達成状況の評価、改善すべき事項の検討等を行う。 
 
８．地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項 

該当無し 
 

 

 


